
❶三菱東京UFJ銀行 仙川支店
普通口座 0699494 ㈱イーナス
❷三井住友銀行 つつじヶ丘支店
普通口座 1778076 ㈱イーナス

●❶❷どちらかの金融機関にご入金ください。
ご入金を確認後，Webからお申込みの方にはメールで，
TEL/FAXでお申込みの方には郵送にてご連絡いたします。
※小社から振込用紙を送付することはございません
※振込手数料はお客様のご負担となります
※振込後の「お客様控え」はお手元に保管してください

●仮登録後２週間以内のご入金にご協力ください。２週間
を過ぎた場合は，登録状況をお問い合わせください。
●入金時の振込者名には参加者名をご入力ください。
振込者名と参加者名が一致しない場合（代理人・病院名・
法人名・旧姓等）は，入金照合が困難になりますので，
必ずご連絡ください。

重症患者管理に活かす
生体侵襲・生体反応

Web からのお申込み
小社HP（http://www.e-nus.jp）
お申込みフォーム からお申込みください。

●携帯アドレスでの登録は，未受信・未送信のお
それがありますので，ご遠慮ください。

●小社メールアドレス info@e-nus.jp を受信可能
な状態にご設定ください。
●お申込み後に，その後のお手続き方法を記した
メール（仮登録完了通知）をお送りします。
お申込みから３日以内に仮登録完了通知が届か
ない場合は，ご予約ができていないおそれがあ
りますので，お電話にてお問い合わせください。

●開催日の１週間以内のお申込みは，お電話にて
お願いいたします。
●外部サイト Meducation からも，お申込みいた
だけます。

TEL・FAX でのお申込み
☎ 042-444-3810
月～金 9:00 ～ 18:00
次の内容をお伝えください。
※FAXでのお申込みは，小社HPトップ画面の
FAX申込用紙をご利用ください。

●開催日，会場，セミナー名
●氏名（複数でご参加の場合は全員分）
●受講票の送付先住所
●連絡先電話番号と携帯番号（代表者のみ）
●勤務先名・所属・役職・経験年数等
●キャンセルはお電話にてお願いいたします。
キャンセル料
12日前まで：手数料1,000円をご負担いただきます
５日前まで：参加料金の50％をご負担いただきます
５日以内：参加料金の100％をご負担いただきます

Web・TEL・FAXのいずれかよりお申込みください。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■入 金

東京地区 ５月13 日（日）
大田区産業プラザ 3F 特別会議室
東京都大田区南蒲田1-20-20

大阪地区 ６月３ 日（日）
エル・おおさか 本館7F 709会議室
大阪市中央区北浜東3-14

名古屋地区 ７月15 日（日）
名古屋国際会議場 2F 223会議室
名古屋市熱田区熱田西町1-1

12,000円
（税込・資料つき）

※昼食は各自でご用意ください。
※催行人数に達しないときは中止となる場合
がございます。予めご了承ください。

３名様以上のお申込みで，お一人様1,000円割引
５名様以上のお申込みで，お一人様2,000円割引

9:20～10:00 開場・受付，information
10:00～12:30 ●ケアに必要な侵襲のチシキ

ホメオスタシス，サイトカイン，SIRS，敗血症，
qSOFA，SOFA，DIC，ショック など

12:30～13:30 ランチタイム
13:30～16:00 ●事例で学ぶ侵襲時の看護ケアと実践知

SpO2，体位変換，発熱，尿量，輸液 など

●まとめ・質疑応答

仮登録

お問い合わせ e-nusセミナー事務局 TEL 042-444-3810 〒182-0006 東京都調布市西つつじが丘3-13-6-104
e-mail info@e-nus.jp http://www.e-nus.jp

指導講師

地区・日程

お申込み方法

何となくの知識 と，確実なケアの裏付けとなる根拠 と実践知 を集中強化♪

e-nus看護セミナー2018
イーナス

時間は10:00～16:00

「定時の体位変換で左側臥位にしたら血圧が下がった」「発熱患者の腋
窩・鼠径部にクーリングをしたらシバリングが起こった」「人工呼吸中患
者のSpO2が低下し，吸引をしても痰が取りきれず，終いにはSpO2も戻ら
なくなった」などのように，決められたケアを実施して，逆に患者の容態
を悪化させてしまった経験はないでしょうか？
このセミナーでは，ルーティン指示や習慣的なケアを題材に，患者に起
こる生体反応を予測し，侵襲時の看護ケアに活かせるようになることを目
指します。様々な体験・経験で培われた多くの実践知を，エキスパートか
ら根拠をまじえて平易にご解説いただきます。

★ルーティン指示や習慣的なケアを見直してみませんか？

★ケアに必要な知識をコンパクトにスッキリ解説！

★「何か様子がおかしいなぁと思っていたら急変した……」
SpO2，血圧，尿量などの顕在化する反応を正確にキャッチ！

もりぐち しんご

森口 真吾 先生 滋賀県立総合病院 集中ケア認定看護師

2003年看護師免許取得，2012年集中ケア認定看護師取得，2017年より現職。院内
では日々患者と向き合いながら教育的立場として従事し，フィジカルアセスメント
やせん妄ケア等の学習会を多数開催。院外でも「楽しく学べる」をモットーに，ク
リティカルケア領域をはじめ様々な領域の勉強会の企画・講師としてご活躍中。

つじもと たかひろ

辻本 雄大 先生 奈良県立医科大学附属病院 急性・重症患者看護専門看護師

2005年三重大学卒業後，国立循環器病研究センター入職，心臓血管外科病棟，ICU
に配属。2011年大阪府立大学看護学研究科博士前期課程へ進学し，2013年急性・
重症患者看護専門看護師取得。同年，奈良県立医科大学附属病院入職。クリティカ
ルケア領域の終末期ケアやシミュレーション教育に精力的に取り組む。

一般病棟や術後患者に多数存在する敗血症を見極め，急変予測に役立
てよう！

・・・・ ・・・・


